
（提出〆切：令和２年　月　日） 別紙1

別紙１

（都道府県名　　　　）

家庭学習のための

通信機器整備支援

事業

学校からの遠隔学

習機能の強化事業

ＧＩＧＡスクール

サポーター配置支

援事業

私立学校入出力支

援装置購入事業

家庭学習のための

通信機器整備支援

事業

学校からの遠隔学

習機能の強化事業

ＧＩＧＡスクール

サポーター配置支

援事業

私立学校入出力支

援装置購入事業

○○学園中学校 ○○学園 1,094,500 363,000 5,457,000 749,100 7,663,600 500 175 1,725 374 2,774

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

1,094,500 363,000 5,457,000 749,100 7,663,600 500 175 1,725 374 2,774 －

（注）１．「学校名」「学校法人名」欄は、省略せず正式名称で記入すること。

　　　　　（例：○○小→○○小学校）

合　　計

私立学校情報機器整備費 事業計画一覧

学校名 学校法人名

交付申請額（千円）

合計（千円） 備考

補助対象事業経費（円）

合計（円）

記入例



学校法人名

学　 校　 名

理 事 長 名

管理責任者 所属・職・氏名

下記から申請する補助メニューを選択してください。

申請する

合計額（円）

○○　○○ 学 校 長 名 △△　△△

事務長　□□　□□ 連絡先（電話番号） ＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊

家庭学習のための通信機器整備支援事業

学校からの遠隔学習機能の強化事業

ＧＩＧＡスクールサポーター配置支援事業

私立学校入出力支援装置購入事業

補助金メニュー

1,725

374749,100

私立学校情報機器整備費補助金

○○学園 法人本部所在地 ○○県△△市□□町１－１－１

○○学園中学校 学校所在地 ○○県△△市□□町１－１－１

申請しない

7,663,600 2,774

補助対象事業経費（円） 交付申請額（千円）

1,094,500

363,000

5,457,000

500

175

チェック

チェック

チェック

チェック

チェック

チェック

チェック

チェック

記入例



学校法人名

学　 校　 名

理 事 長 名

管理責任者 所属・職・氏名

児童生徒数（Ａ） 人 円

（Ａ）のうち家庭に通信環境がな

い児童生徒数（Ｂ）
人 千円

整備機器台数（Ｃ） 台

※児童生徒数（Ａ）欄は令和２年５月１日現在の数とし、中等教育学校は前期課程の生徒数、特別支援学校は小中学部の児童生徒数を記入すること

機器名 数量

機器 30

初期設定費用 30

初期設定費用 30

機器 10

機器 10

初期設定費用 50

　 1

　

　

　

　

　

※消費税については別行で計上しても税込み単価で記載しても良いものとする

○○学園中学校 学校所在地 ○○県△△市□□町１－１－１

家庭学習のための通信機器整備支援事業

300

○○　○○ 学 校 長 名 △△　△△

事務長　□□　□□ 連絡先（電話番号） ＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊

○○学園 法人本部所在地 ○○県△△市□□町１－１－１

50

補助対象上限単価

（（ＢとＣの小さい方）×20,000）

（Ｄ）

交付申請額（ＤとＧの小さい方÷２）

1,000,000

500

99,500 99,500

100,00010,000

5,000 50,000

1,000 50,000

0

0

0

0

0

補助対象事業経費

合計（Ｇ）→
1,094,500

50

機器名 型番 単価（Ｅ） 合計金額（Ｆ）

モバイルルータ ****** 25,000 750,000

契約事務手数料 500 15,000

ルーター初期設定費 1,000 30,000

LTE用USBドングル ******

SIMカード本体 ******

PC設定費（通信設定費用）

消費税

記入例



様式１（学校からの遠隔学習機能の強化事業）

学校法人名

学　 校　 名

理 事 長 名

管理責任者 所属・職・氏名

カメラ等の一式ごと整備台数

（A）
10 台

カメラ等の補助対象上限額①

（Ｂ）
円

学級数（C） 学級

カメラ等の補助対象上限額②

（D）
円 千円

※学級数（C）欄は令和２年５月１日現在の数とすること

機器の区分 数量

カメラ等 10

カメラ等 10

その他 10

その他 1

　

※消費税については別行で計上しても税込み単価で記載しても良いものとする

0

補助対象事業経費

合計（E）→
363,000

0

0

0

0

0

0

消費税 33,000 33,000

0

マイク ******* 10,000 100,000

カメラ用三脚 ******* 3,000 30,000

機器名 型番 単価 合計金額

カメラ ******* 20,000 200,000

12

420,000
交付申請額

（B,D,Eの最も小さい額÷２）
175

350,000

○○　○○ 学 校 長 名 △△　△△

事務長　□□　□□ 連絡先（電話番号） ＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊

学校からの遠隔学習機能の強化事業

○○学園 法人本部所在地 ○○県△△市□□町１－１－１

○○学園中学校 学校所在地 ○○県△△市□□町１－１－１

記入例



学校法人名

学　 校　 名

理 事 長 名

管理責任者 所属・職・氏名

配置人数 人

補助対象上限額（Ａ） 円 千円

今回配置するGIGAスクールサポーターの主な業務について下記に記載ください。

費目

人件費

旅費

消耗品費

印刷製本費

通信運搬費

雑役務費

その他

補助対象事業経費

合計（Ｂ）→

※人件費、旅費は、各地方自治体の会計基準等（業務委託、人材派遣の場合は委託や派遣を担う事業者の規定等）に基づいて適切に計上すること。

※派遣契約による場合は、雑役務費に計上すること。

※委託契約による場合は、人件費から雑役務費に相当する内容をそれぞれの費目に計上すること。

※本事業に要する経費で各費目におさまらないものは、その他に計上し、具体的な内容を積算内訳に示すこと。

※消費税込み価格で記入すること。

ＧＩＧＡスクールサポーター配置支援事業

○○学園 法人本部所在地 ○○県△△市□□町１－１－１

○○学園中学校 学校所在地 ○○県△△市□□町１－１－１

3

金額 積算内訳

4,500,000 1,500,0000円×3名

3,450,000 交付申請額（ＢとＣの小さい方÷２） 1,725

ICT環境整備に伴い、整備指針の作成・設計業務、業者とのやり取り、利用マニュアル作成等といった業務を担当してもらいます。

本稿ではGIGAスクールに伴って「端末整備」「ネットワーク整備」「遠隔学習」を行うため、それぞれの業務で１名ずつをGIGAスクールサポーターとして配置します。

○○　○○ 学 校 長 名 △△　△△

事務長　□□　□□ 連絡先（電話番号） ＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊

900,000 300,000円×3名

15,000

5,457,000

12,000 4,000円×3名

5,000円×3名

6,000 2,000円×3名

12,000 4,000円×3名

12,000 4,000円×3名

記入例



学校法人名

学　 校　 名

理 事 長 名

管理責任者 所属・職・氏名

千円

区分 数量

支援装置（視覚障がい用） 3

支援装置（視覚障がい用） 3

支援装置（聴覚障がい用） 2

支援装置（肢体不自由用） 4

支援装置（肢体不自由用） 1

作業費 1

その他 1

　

　

　

　

　

※消費税については別行で計上しても税込み単価で記載しても良いものとする

音声読み上げソフト *******

0

補助対象事業経費

合計（Ｇ）→
749,100

0

0

0

0

200,000 200,000

68,100 68,100

設定作業費

消費税

8,000 32,000

100,000 100,000

トラックボールマウス *******

視線マウス *******

45,000

5,000 10,000

単価（Ｅ） 合計金額（Ｆ）

98,000 294,000

機器名 型番

交付申請額 374

15,000

点字ディスプレイ *******

音声文字変換システム *******

○○　○○ 学 校 長 名 △△　△△

事務長　□□　□□ 連絡先（電話番号） ＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊

私立学校入出力支援装置購入事業

○○学園 法人本部所在地 ○○県△△市□□町１－１－１

○○学園中学校 学校所在地 ○○県△△市□□町１－１－１

記入例


